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桜
川
市
役
所
真
壁
庁
舎
の
西
、
桜

川
を
渡
る
と
塙
世
地
区
が
あ
り
ま
す
。

　
塙
世
地
区
の
桜
川
辺
り
か
ら
眺
め

る
筑
波
山
は
、
雄
大
さ
が
際
立
つ
美

し
い
風
景
で
す
。
こ
の
付
近
に
は
奈

良
・
平
安
時
代
の
新
治
郡
衙
・
郡
寺

（
筑
西
市
）
か
ら
国
府
（
石
岡
市
）

を
つ
な
ぐ
古
代
官
道
跡（
幹
線
道
路
）

が
残
り
、
そ
れ
は
塙
世 

― 

伊
佐
々 

― 

羽
鳥
を
経
て
湯
袋
峠
を
越
え
、
国

府
へ
と
向
か
う
道
で
し
た
。

　
こ
の
道
沿
い
の
真
壁
町
羽
鳥
の
尾

根
に
平
良
兼
館
跡
（
た
い
ら
の
よ
し

か
ね
や
か
た
あ
と
）
が
あ
り
ま
す
。

平
良
兼
は
平
安
時
代
に
大
勢
力
を
持

ち
、
平
将
門
の
叔
父
で
将
門
と
戦
っ

た
人
物
で
し
た
。

　
古
代
官
道
か
ら
み
た
平
良
兼
館

は
、
雄
大
で
美
し
い
筑
波
山
を
背
景

に
し
て
、
館
の
威
厳
を
示
し
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
本
郷
地
区
の
妙
法
寺
か
ら
、
こ
の

た
び
①
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
、
②

菩
薩
立
像
、
③
天
部
立
像
、
④
～
⑦

木
造
四
天
王
像
が
、
茨
城
県
指
定
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
①
～
③
は
中
心
か
ら
両
肩
ま
で
を

ケ
ヤ
キ
の
一
木
か
ら
造
っ
た
一
木
造

り
で
「
背せ

刳ぐ

り
」
と
い
う
平
安
時
代

中
頃
の
技
法
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
④
～
⑦
も
中
心
部
が
一
木
造
り

で
、
古
代
の
仏
像
特
有
の
美
し
い
造

形
、
そ
の
他
の
技
法
や
表
現
か
ら
見

て
、い
ず
れ
も
今
か
ら
千
年
以
上
前
、

県
内
の
木
造
彫
刻
と
し
て
最
古
級
の

も
の
で
す
。

　
そ
れ
に
加
え
て
、
組
み
合
わ
せ
が

良
い
の
で
す
。
①
は
元
は
薬
師
如
来

だ
っ
た
形
跡
が
あ
り
、②
③
が
梵
天
・

帝
釈
天
の
い
ず
れ
か
、
④
～
⑦
は
そ

の
通
り
四
天
王
で
、こ
の
セ
ッ
ト
は
、

奈
良
・
平
安
時
代
に
公
的
に
建
て
ら

れ
た
国
分
寺
や
郡
寺
に
見
ら
れ
る
組

み
合
わ
せ
な
の
で
す
。

　
上
野
沼
の
西
に
新
治
廃
寺
遺
跡
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
桜
川
市
を
含
む

古
代
新
治
郡
の
公
的
な
寺
院
で
し
た

が
、
９
世
紀
は
じ
め
に
焼
失
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
続
く
時
代
の
瓦
が
上
野

沼
の
ほ
と
り
に
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
う

ど
妙
法
寺
の
仏
像
が
造
ら
れ
た
頃
で

す
。
妙
法
寺
は
戦
国
時
代
に
こ
こ
か

ら
現
在
地
の
本
郷
へ
移
転
し
た
と
伝

え
ま
す
。

　
つ
ま
り
、今
回
指
定
の
仏
像
群
は
、

新
治
廃
寺
の
仏
像
群
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
す
。
地
方
の
郡
寺
の
仏

像
が
確
認
さ
れ
て
い
る
例
は
全
国
に

も
希け

有う

で
、
大
変
に
貴
重
で
す
。

①木造阿弥陀如来坐像

妙
法
寺
の
仏
像
７
躯
が

茨
城
県
指
定
文
化
財
に
！

「
死
し
て
不
朽
の
見
込
み
あ
ら
ば
、

い
つ
で
も
死
ぬ
べ
し
。
生
き
て
大
業

の
見
込
み
あ
ら
ば
、
い
つ
で
も
生
く

べ
し
」『
留
魂
録
』
吉
田
松
陰

訳
　
死
ん
で
後
世
ま
で
志
が
残
る
な

ら
い
つ
で
も
死
の
う
。
生
き
て
大
き

な
仕
事
が
成
し
え
る
見
込
み
が
あ
る

な
ら
、
い
つ
で
も
生
き
よ
う

　『
留
魂
録
』
は
幕
末
の
志
士
・
吉

田
松
陰
が
、
安
政
の
大
獄
で
処
刑
さ

れ
る
直
前
に
残
し
た
遺
書
で
す
。

　
松
下
村
塾
で
多
く
の
門
弟
を
育

て
、
明
治
維
新
の
原
動
力
を
生
み
出

し
た
吉
田
松
陰
。
22
歳
の
頃
の
松
蔭

は
各
地
を
旅
し
、真
壁
の
町
並
み（
桜

川
市
真
壁
町
飯
塚
）
付
近
を
訪
れ
た

こ
と
が
『
吉
田
松
陰
東
北
遊
日
記
』

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
記
に
は
「
弁
天
塚
を
拝
み
、
浦

町
、
角
口
、
西
町
、
出
羽
、
亀
熊
よ

り
門
井
に
向
か
い
、
西
町
長
屋
門
宅

で
休
憩
し
た
」
と
あ
り
ま
す
。
当
時

の
飯
塚
は
真
壁
の
町
並
み
の
西
大
通

で
旅
人
の
多
い
と
こ
ろ
で
し
た
。

歴
史
の
こ
と
ば
　
３
月

歴
史
の
風
景

-

筑
波
山
と
平
良
兼
の
風
景-平良兼館跡と筑波山（塙世地区から）

平良兼館跡


